
沖縄市
O K I N A W A  C I T Y

沖縄県中部に位置する沖縄市では、GIGA スクール構想により生徒および教職員向けに
配布された約 1 万 6,000 台の PC からの通信をデータセンターへ 集約し、教職員につい
ては通信状況の可視化に向けて SSL 通信の復号処理を行う次世代ネットワーク構想を
推進しています。限られた予算内で高いパフォーマンスとセキュリティを両立させるため、
A10 ネットワークスの統合型ソリューション「A10 Thunder® CFW」が採用されました。

約 1 万 5,000 台の Chromebook と、教 職 員 が利 用する約 1,000 台の校 務 用 PC、計 1 万
6,000 台の端末を支える次世代ネットワークの構築を推進しています。全 24 校の通信をデー
タセンターへ集約し、40Gbps の超高速帯域で接続する全国的にも類を見ない大規模構成
においては、ボトルネックとなるSSL 通信の復号処理とセキュリティ維持が大きな課題でした。
同市は、限られた予算内で高いパフォーマンスとセキュリティを両立させるため、A10 ネット
ワークスの「A10 Thunder® CFW」を採用。ファイアウォールの負荷を劇的に低減し、持続可
能な教育 ICT 基盤を実現しました。

1 万 6,000 台の端末が快適に繋がる次世代 GIGAスクール環境を実現
SSL 処理のオフロードでコストパフォーマンスの高いネットワークづくりを
支援するA10 Thunder CFW

課題：SSL 処理に高機能ファイアウォールが必要、セキュリティコストの高騰を懸念
1974 年にコザ市と美里村が合併して誕生した沖縄市は、沖縄本島中部に位置し、人口約 14 万人を擁し
ます。戦後、基地の門前町として発展してきた歴史から、多様な文化が混在する国際色豊かな自治体であり、
沖縄全島エイサーまつりをはじめ、県を代表する祭りやイベントが開催されるなど、国際文化観光都市と
して多くの観光客が訪れる中核都市の 1 つです。

そんな沖縄市では、2021 年度からICT 環境によって教育の質を向上させるGIGAスクール構想を本格化させ、
児童生徒一人一台の端末環境を整備してきました。しかし、利活用が進むにつれてネットワークの課題が
顕在化してきました。「生徒数が 100 名ほどの小規模校と1,000 名を超える大規模校でネットワーク回線
を差別化できないため、一部の学校では始業時に一斉ログインすると通信が繋がらず、授業が始められな
いこともありました。運用で時間をずらしてログインするなど、現場の工夫でなんとか運用を続けてきまし
た」と、沖縄市教育委員会 指導部 教育支援センター 副主幹 島 優子氏は当時を振り返ります。

そんな折、新たに約 1 万 5,000 台のChromebook を更新し、快適なICT 環境を整備する次世代 GIGAスクー
ル構想に向けた準備が始まりました。新たな環境では、データセンターに設置された校務システムへのア
クセスや将来的な学術情報ネットワーク「SINET」への接続を前提に、市内 24 校それぞれがインターネット
へ接続していた従来構成を見直し、通信をデータセンターへ集約。各学校からダークファイバーを経由し、
40Gbps の広帯域ネットワークへ接続する構成への変更を計画しました。また、校務用 PC におけるウイルス
チェックなどのセキュリティ強化や、利用状況の可視化を実現するため、SSL 通信を復号し、ファイアウォー
ルによって通信をチェックする必要がありました。しかし、復号処理に必要な機能を備えた最上位機種の
ファイアウォールには数億円規模のコストがかかり、当初想定した予算を大幅に超えてしまう状況でした。

Case Study

“今回のネットワーク更新により、これまでの通信課題が解消されることへの期
  待は非常に大きい。大規模校であっても、子供たちがストレスなく学べる環境
  を維持するために、A10 Thunder CFW が不可欠な役割を果たしてくれるはず “
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課題：
• 生徒や教職員、合わせて1万6,000台の端末が

同時接続することでネットワーク負荷が増大

• 次世代GIGAスクール構想に向けて、センター
集中型を前提にしたネットワーク刷新が急務

• 端末の振る舞い確認に必要なSSL通信の復
号には、高額な上位機種のファイアウォール
が必要

導入効果：
• 1 万 6,000 台規模のトラフィックを安定して

処理できる高速ネットワーク基盤を構築

• SSL 復号処理をA10 にオフロードし、ファイア
ウォールのコストを約 3 分の 1 に圧縮

• 校務用 PC の通信を可視化し、教育現場の
ガバナンス強化とセキュリティ向上を実現
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検証： SSL 処理のオフロードでネットワークコスト最適化に貢献する
A10 Thunder CFW
元々、校務用 PC は有線 LAN で接続され、職員室から持ち出すことはできませ
んでした。しかし、校務 DX を推進する次世代ネットワークでは、生徒が利用する
Chromebook と同様に無線 LANで接続し、自宅からでも接続できる環境を目指
していました。そのため、校務用 PC に対するセキュリティチェックはこれまで以
上に強固な環境が求められ、通信内容の可視化も必須となったのです。

そこで、想定していた予算を踏まえ、すでに導入済みだったファイアウォールの
保守を延長する案が当初は浮上しました。しかし、SSL 処理の機能を有効化する
とパフォーマンスが 10 分の 1 ほどに低下してしまうことが判明しました。さらに、
校務用 PC だけでなく、1 万 5,000 台の Chromebook についても、将来的には通
信内容を可視化する可能性があったため、別の方策を検討することになりました。

そんな状況を打開するために検討されたのが、当初は Chromebook によるログ
イン時の負荷分散として注目していた A10 Thunder CFW でした。高機能かつ高
価なファイアウォールで SSL 復号処理を行うのではなく、A10 Thunder CFW が
持つ SSL インサイト機能を用いて復号処理を実施し、2ランクほどグレードを下
げたファイアウォールでチェックしたのち、再びA10 Thunder CFW にて暗号化を
行う構成です。この方法により、コストを抑えながらも十分なパフォーマンスを維
持でき、5 年間の保守費を含めた総コストを当初の 3 分の 1 程度まで圧縮できる
見通しが立ちました。

また、現状は校務用 PC の通信を詳細に制御していないため、個人アカウント
で Google サービスへアクセスしてしまうケースもありました。このため、指定
したアカウントのみを利用可能にするテナント制御の仕組みも求められました。
A10 Thunder CFW であれば、このテナント制御も柔軟に実現できる点も高く評
価されました。

結果として、次世代 GIGAスクール構想に欠かせないネットワーク環境として、
A10 Thunder CFW が選択されることになりました。

ソリューション： 高度な負荷分散とSSL 可視化機能をコストパ
フォーマンスよく実装
ファイアウォールをはじめ、セキュア Web ゲートウェイ、ロードバランサー、SSL
可視化などの機能を一台に集約したキャリアグレードのアプライアンスである
A10 Thunder CFW は、大規模なネットワークにも柔軟でコストパフォーマンス
の高い環境を提供します。負荷の高い SSL 暗号化・復号処理を筐体内で効率的
に処理できるため、高機能なファイアウォールに必要な処理のオフロードが可
能となり、コストを抑えながら大規模ネットワークに求められる効率的な処理を
強力に支援します。

導入効果：A10 Thunder CFW が次世代 GIGAスクール構想を強力に
下支え
現在は、次世代 GIGAスクール構想に向けたネットワーク環境を整備している段
階ですが、膨大なコストが必要となる高性能ファイアウォールでしか実現できな
かった SSL 処理をA10 Thunder CFW にオフロードすることで、高度なセキュリ
ティレベルをコストパフォーマンスよく担保できる環境が整う予定です。

実際には、2 台のファイアウォールの間に 3 台の A10 Thunder CFW を挟み込む
形でネットワークが構成されます。各学校からダークファイバーを経由してデー
タセンターにアクセスし、学校内には 1,000 台以上の無線アクセスポイントが設
置される予定です。これにより、約 1 万 6,000 台の Chromebook や Windows 
PC を活用し、日々の校務や授業に役立てることができます。「次世代ネットワー
クが敷設されることで、これまでのような Chromebook 利用時のログイン待ち
状態が解消され、職員室以外でも高いセキュリティレベルが維持された校務用
PC を利用できる環境が整備されます」と島氏は高く評価します。

運用はこれからですが、A10 Thunder CFW が持つ SSL インサイト機能を活用し、
まずは校務用 PC の通信に限定して SSL 処理の可視化を実施し、現状の利用状

況を把握したうえで、どのように制御していくのかを検討している段階です。教
育委員会としては、校務用 PC の職員室からの持ち出しについては学校長の判
断に委ねることになり、学校ごとに運用は異なってくるものの、運用の変化にも
対応できる十分なセキュリティポリシーを維持した環境が提供できるインフラが
整備されます。

A10 Thunder CFW を採用したネットワーク設計により、文部科学省が掲げる
次世代 GIGAスクール構想に合致した ICT 環境を、当初想定していた予算の範
囲内で実現できたことが最大の効果だと、島氏は高く評価します。次世代ネット
ワークの設計から構築までを担当している株式会社プロスタッフからも、わずか
1 週間でテナント制御の検証が可能になるなど、短期間でさまざまな検証を開
始できたことについて、その使い勝手の良さを評価する声が寄せられています。

今後の展開： 校務システムのクラウド化も見据えながら、教育 DX を
さらに加速させる
現在はデータセンター内のオンプレミス環境に校務システムが設置されているため、
サーバアクセスに対する負荷分散処理に A10 Thunder CFW を活用することは
もちろん、将来的には沖縄県全体で校務システムのクラウド化が進んでいくこと
が想定されています。その際の前段階となる処理でも、A10 Thunder CFW を効
果的に活用していきたいと期待しています。

また、A10 Thunder CFW 自体にファイアウォール機能も備わっていることから、
今後の運用状況に応じて機能を有効化しながら、より効果的に活用していきた
いと言います。「インフラが整ったことで、先生方が IT の制約を感じることなく、
教育の本質に集中できるようになります。今後はクラウドストレージの活用や校
務システムのクラウド移行も検討していきますが、沖縄市の教育 DX を支える持
続可能なインフラとして、今後もA10 Thunder CFW が重要な役割を担い続ける
ことでしょう」と今後について島氏に語っていただきました。

■ A10 Networks / A10 ネットワークス株式会社について
A10 Networks は、オンプレミス、ハイブリッドクラウド、エッジクラウド環境における、セキュリ
ティ、インフラストラクチャの課題を解決するソリューションを提供しています。大手グローバル企
業や通信、クラウド、Web サービス事業者まで 7000 社以上のお客様に導入いただいており、ビ
ジネスに不可欠なアプリケーションやネットワークの安全性、可用性、効率性を高めています。
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としています。
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記載された内容は 2026 年 3 月時点の情報です。
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